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今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中からほ ん
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● 団塊世代　　これからの目線　　　  井波 信一さん

● 人生は自分が決める  藤沢 俊郎さん

● 楽しいことは、まだまだこれから！         原田 良枝さん
　　　　仕事も家庭も頑張ってきた女性たちへ　

・ いつも「出会い」から始まる まなこレポーター    真壁 正江

・平成19年度男女共同参画推進団体の登録・更新について
・市民がつくる男女平等情報誌『まなこ』レポーター募集 　 市民活動センター男女共同参画担当
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65号「夢をかたちに」について

・ 再就職支援の話が誌面のトップにきたのは良い意味で驚きだった。
・再就職にはパソコンの技術だけでなく、笑顔など自分の力をかたちにし
ていくのが大切なのだと思った。

・「夢をかたちに」というテーマ通り「かたちにするために」目標を立て、
十分準備をして実現させていく話が聞けてとてもよかった。

・資料も多く興味深く見ることができた。

66号「新しい自分、新しい人生」に向けて

・ 子育て真っ最中。時間に余裕ができるとき、ましてや定年後など考えられない。
　そんな日が来るとは思えない。
・ 時間はつくるもの。大切なのは生涯学ぶことだと思う。そのためにも健康が第一。
・ 男女雇用機会均等法ができた頃、私の職場の環境は何も変わらなかったと思う。
・ 女性たちにも転勤や残業がふりかかり、家庭との両立は難しく夢を捨て退職せざる
を得なくなった。それをずっと後悔している人も多い。　

・ フルタイムで働きながらも定年後を見据えて準備をしている女性を知っている。
・ 物は溢れているが、誰もが人とのつながりを欲しているようだ。

1月15日（月）10：00～12：00　
市役所第602会議室にて

新しい自分、新しい人生

● 卒婚のススメ
杉山由美子　著　　オレンジページ 久田　恵　著　　朝日新聞社

● シクスティーズの日々　それぞれの定年後

60歳代とは残された人生へ向けてそれぞれの暮ら
し方や生き方を変える人生の転換期。「お願い、あな
たはひとりで先に逝って」「ペーパー離婚をしてみたら」
「あの時から自分で慰謝料を稼いでいたのよ」……目次
からも見える男女44人の本音が集められている。今
まで過ごしてきた自分たちの過去に、夫婦でどう向き
合うか、あるいはひとりでどう生きるのか、「これから」
の生き方への鍵になる何かがみつかるかもしれない。

｢離婚｣ではなく「卒婚」。それは結婚を
卒業し新たな人生をスタートさせること。
積極的別居結婚、役割交替で妻が世帯主、
夫 山暮らし 妻 都会生活、事実婚、子育
て後の恋愛など、「卒婚」という言葉を足
がかりに｢結婚｣という形にとらわれず、後
半生を充実させようと自分たちのスタイルを
作っていった８組のカップルを紹介している。
子育て後の夫婦はもっと自由であっていい
はず。結婚の新しい形を考える１冊。
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1947年～ 49年生まれのベビーブーム時代の人たちが定年になる。
戦後の激しい変化の中で過密な教室で学び、女性の高学歴化の影響
もあり狭き門だった入学試験、そして高度経済成長期の中でＪＵＮ
やＶＡＮを着、ビートルズを楽しみ、バブル期を突っ走り、やがて
崩壊。その多くの女性や男性が今年はいっせいに職場を離れる。そ
して専業主婦として支えてきた妻たちもまた、従来とは違う暮らし
が始まるのだ。
　「ＤＡＮＫＡＩ プロジェクト」の理事である井波 信一さん（60歳）
が語ることは……。

緑町

調査対象：昭和22～24年度生まれの市内在住者

●将来の生きがい

※「将来」とは、ここでは
　　○現在、企業や団体などにお勤めの方で、いずれは定年退職などによる
　　　引退（リタイア）を考えている方は「退職後」
　　○それ以外の方は「おおむね60歳以降」
　を想定し、お伺いしています。

Ｎ＝896

●地域活動への将来の参加希望

資料出所：武蔵野市「団塊世代」市民アンケート調査報告書（平成16年３月  武蔵野市）
　　　　　http://www.city.musashino.lg.jp/section/06010seifuku/pdf/dankai6-1.pdf

Ｎ＝896

　  Ｎ　  ：アンケート有効回答総数
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職業・仕事
子や孫の成長
家族との団らん
親の世話や介護

趣味
スポーツ

自治会・子ども会などの地域活動
NPO活動

その他のボランティア活動
友人・仲間と過ごすこと

勉強・習い事
その他
特にない

不明

自治会など地縁に基づく地域活動

趣味やスポーツなどを中心としたサークル活動

近隣の人々で取り組む防犯活動

介護や子育てなどのボランティア活動

地域の共通問題を研究したり、解決に向けた取り組みを行う活動

地域の人々が知り合い、交流を広げる季節行事

地域の公園や歩道の清掃などの美化活動

地域の集会施設などの自主的管理運営

その他

団
塊
力

井
波
さ
ん
は
55
歳
の
時
に
早
期
退
職
制

度
を
利
用
し
て
会
社
を
辞
め
た
。「
妻
と

は
年
金
が
支
給
さ
れ
る
60
歳
ま
で
の
生
活

の
メ
ド
が
た
っ
た
ら
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
話
し
合
っ
て
い

た
の
で…

…

。
１
年
間
は
、
現
代
ア
ー
ト

の
作
家
で
あ
る
妻
の
希
望
や
、
私
が
興
味

を
持
つ
イ
ン
ド
の
仏
教
石
窟
寺
院
を
訪
ね

る
な
ど
、
海
外
旅
行
を
し
て
過
ご
し
た
」

が
、
地
域
に
知
人
は
ま
っ
た
く
居
な
い
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も…

…

」
と
思
っ
た

が
自
分
に
適
し
た
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
。

03
年
11
月
、
市
報
に
載
っ
て
い
た
（
公

募
委
員
の
募
集
）
市
民
会
議
「
団
塊
世
代

の
主
張
」
〜
こ
れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る
〜

に
応
募
。
女
性
３
人
と
４
人
の
男
性
委
員

の
一
人
と
し
て
団
塊
世
代
が
地
域
で
生
き

が
い
を
得
る
た
め
の
討
議
と
、
翌
年
は
そ

れ
に
は
欠
か
せ
な
い
健
康
、
家
族
、
生
活
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
仕
事
に
つ
い
て
各
委
員

が
執
筆
し
た
テ
ー
マ
別
市
民
会
議
報
告
書

「
団
塊
力
」
を
市
に
提
出
し
た
。

「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

っ
て
？

「『
団
塊
世
代
の
主
張
』
か
ら
生
ま
れ

た
市
民
公
益
団
体
で
す
。
こ
の
世
代
が
持

つ
キ
ャ
リ
ア
と
活
力
を
地
域
に
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
同
年
代
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
」。
例
え
ば
団
塊
サ
ロ
ン
。
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
吉
祥
寺
駅
近
く
の
喫
茶

店
を
借
り
切
っ
て
同
世
代
の
市
民
と
そ
の

時
々
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
。
会
費
は
コ

ー
ヒ
ー
代
だ
け
。
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
養

成
講
座
は
、
高
齢
者
た
ち
の
よ
い
聞
き
手

と
な
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
。
講

座
終
了
後
は
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
で
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
華
甲（
還
暦
）
夢

企
画
と
し
て
、
還
暦
以
上
の
人
た
ち
が
手

が
け
る
社
会
貢
献
に
な
る
事
業
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
団
塊
世
代
か
ら
募
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
計
画
を
し
て
い
る
。

出
来
る
こ
と
か
ら

今
の
60
歳
は
昔
の
ご
隠
居
の
イ
メ
ー
ジ

は
な
い
。
体
力
も
あ
る
。
見
渡
し
て
み
れ

ば
自
分
を
生
か
し
、
楽
し
ま
せ
る
事
柄
に

出
会
え
る
は
ず
。「
と
に
か
く
、
顔
を
出

し
て
み
る
。
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み

る
。
引
き
こ
も
ら
な
い
で
！
」
と
エ
ー
ル

を
送
る
。「
私
は
妻
と
イ
ン
ド
に
旅
行
し

た
こ
と
で
、
仏
教
を
生
涯
学
習
の
テ
ー
マ

と
決
め
、
武
蔵
野
大
学
で
の
仏
教
学
の
聴

講
生
に
な
り
ま
し
た
。
06
年
10
月
と
今
年

の
１
月
に
吉
祥
寺
雑
学
大
学
に
て
仏
教
を

テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め
ま
し
た
が
、
熱
心

な
質
問
は
私
に
と
っ
て
も
大
い
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
で
毎
月
第
３
日
曜
日
の
午
後

『
日
曜
喫
茶
』
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
が

マ
ス
タ
ー
役
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
ま
す
。

お
客
は
入
居
者
や
面
会
に
来
た
ご
家
族

で
、
車
イ
ス
の
方
が
近
く
ま
で
来
て
『
お

い
し
か
っ
た
！
』
と
言
っ
て
く
れ
た
時
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」。

会
社
人
間
か
ら
家
庭
人
間
へ

井
波
さ
ん
が
「
団
塊
力
」
に
執
筆
し
た

テ
ー
マ
は
「
家
族
」
だ
っ
た
。
退
職
後
も

よ
り
良
い
夫
婦
の
た
め
に
は
現
役
の
時
か

ら
早
め
の
準
備
と
心
構
え
が
必
要
で
す
、

と
強
調
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
家
庭
内
で
の
基
本
的
な
役
割

分
担
を
決
め
る
。「
介
護
が
あ
れ
ば
共
に

手
を
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
我
が

家
で
は
食
事
の
後
片
付
け
、
洗
濯
、
ゴ
ミ

出
し
は
私
の
役
目
で
す
」。

夫
婦
共
通
の
趣
味
や
話
題
を
必
ず
一
つ

は
持
つ
。「
お
互
い
に
干
渉
は
し
合
わ
な

い
が
、
私
の
場
合
5
月
に
青
山
で
行
う
妻

の
個
展
に
は
、
搬
入
や
搬
出
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
手
助
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

役
の
時
か
ら
し
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
外

で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
話
題
に
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」。

感
謝
や
尊
敬
の
気
持
ち
を
言
葉
に
出
す

こ
と
も
大
切
な
こ
と
。
そ
し
て
夫
は
会
社

人
間
か
ら
家
庭
人
間
へ
の
脱
皮
を
、
妻
た

ち
に
は
家
庭
人
間
へ
の
脱
皮
に
猶
予
期
間

を
見
て
も
ら
い
た
い
。

団
塊
世
代
と
他
の
世
代
の
違
い
は
？

「
団
塊
世
代
は
子
離
れ
し
て
い
る
世
代
と

言
え
る
の
で
は…

…

。
多
く
が
三
世
代
同

居
で
育
ち
、
結
婚
し
て
核
家
族
。
自
分
が

親
に
な
る
年
代
で
は
少
子
化
傾
向
に
な

り
、
定
年
後
は
夫
婦
単
位
、
将
来
は
一
人

暮
ら
し
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
生
活
経
験

か
ら
か
、
特
に
『
子
供
の
世
話
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
』
と
言
う
女
性
が
多

い
。
未
来
志
向
だ
し
、
や
り
た
い
こ
と
が

具
体
化
し
て
い
る
の
で
は…

…

」
と
言

う
。高

学
歴
化
と
社
会
進
出
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
年
代
の
女
性
た
ち
、
そ
し
て
経
済

の
浮
き
沈
み
を
乗
り
越
え
た
こ
の
年
代
に

精
神
的
な
自
立
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

た
。                  

取
材
　

浜 

俊
子
（
文
） ３人の仲間と一緒の「日曜喫茶」ではマスターです。

口ひげのせいでしょうか。
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近隣の人々で取り組む防犯活動

介護や子育てなどのボランティア活動

地域の共通問題を研究したり、解決に向けた取り組みを行う活動

地域の人々が知り合い、交流を広げる季節行事

地域の公園や歩道の清掃などの美化活動

地域の集会施設などの自主的管理運営

その他

団
塊
力

井
波
さ
ん
は
55
歳
の
時
に
早
期
退
職
制

度
を
利
用
し
て
会
社
を
辞
め
た
。「
妻
と

は
年
金
が
支
給
さ
れ
る
60
歳
ま
で
の
生
活

の
メ
ド
が
た
っ
た
ら
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
話
し
合
っ
て
い

た
の
で…

…

。
１
年
間
は
、
現
代
ア
ー
ト

の
作
家
で
あ
る
妻
の
希
望
や
、
私
が
興
味

を
持
つ
イ
ン
ド
の
仏
教
石
窟
寺
院
を
訪
ね

る
な
ど
、
海
外
旅
行
を
し
て
過
ご
し
た
」

が
、
地
域
に
知
人
は
ま
っ
た
く
居
な
い
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も…

…

」
と
思
っ
た

が
自
分
に
適
し
た
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
。

03
年
11
月
、
市
報
に
載
っ
て
い
た
（
公

募
委
員
の
募
集
）
市
民
会
議
「
団
塊
世
代

の
主
張
」
〜
こ
れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る
〜

に
応
募
。
女
性
３
人
と
４
人
の
男
性
委
員

の
一
人
と
し
て
団
塊
世
代
が
地
域
で
生
き

が
い
を
得
る
た
め
の
討
議
と
、
翌
年
は
そ

れ
に
は
欠
か
せ
な
い
健
康
、
家
族
、
生
活
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
仕
事
に
つ
い
て
各
委
員

が
執
筆
し
た
テ
ー
マ
別
市
民
会
議
報
告
書

「
団
塊
力
」
を
市
に
提
出
し
た
。

「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

っ
て
？

「『
団
塊
世
代
の
主
張
』
か
ら
生
ま
れ

た
市
民
公
益
団
体
で
す
。
こ
の
世
代
が
持

つ
キ
ャ
リ
ア
と
活
力
を
地
域
に
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
同
年
代
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
」。
例
え
ば
団
塊
サ
ロ
ン
。
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
吉
祥
寺
駅
近
く
の
喫
茶

店
を
借
り
切
っ
て
同
世
代
の
市
民
と
そ
の

時
々
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
。
会
費
は
コ

ー
ヒ
ー
代
だ
け
。
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
養

成
講
座
は
、
高
齢
者
た
ち
の
よ
い
聞
き
手

と
な
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
。
講

座
終
了
後
は
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
で
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
華
甲（
還
暦
）
夢

企
画
と
し
て
、
還
暦
以
上
の
人
た
ち
が
手

が
け
る
社
会
貢
献
に
な
る
事
業
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
団
塊
世
代
か
ら
募
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
計
画
を
し
て
い
る
。

出
来
る
こ
と
か
ら

今
の
60
歳
は
昔
の
ご
隠
居
の
イ
メ
ー
ジ

は
な
い
。
体
力
も
あ
る
。
見
渡
し
て
み
れ

ば
自
分
を
生
か
し
、
楽
し
ま
せ
る
事
柄
に

出
会
え
る
は
ず
。「
と
に
か
く
、
顔
を
出

し
て
み
る
。
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み

る
。
引
き
こ
も
ら
な
い
で
！
」
と
エ
ー
ル

を
送
る
。「
私
は
妻
と
イ
ン
ド
に
旅
行
し

た
こ
と
で
、
仏
教
を
生
涯
学
習
の
テ
ー
マ

と
決
め
、
武
蔵
野
大
学
で
の
仏
教
学
の
聴

講
生
に
な
り
ま
し
た
。
06
年
10
月
と
今
年

の
１
月
に
吉
祥
寺
雑
学
大
学
に
て
仏
教
を

テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め
ま
し
た
が
、
熱
心

な
質
問
は
私
に
と
っ
て
も
大
い
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
で
毎
月
第
３
日
曜
日
の
午
後

『
日
曜
喫
茶
』
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
が

マ
ス
タ
ー
役
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
ま
す
。

お
客
は
入
居
者
や
面
会
に
来
た
ご
家
族

で
、
車
イ
ス
の
方
が
近
く
ま
で
来
て
『
お

い
し
か
っ
た
！
』
と
言
っ
て
く
れ
た
時
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」。

会
社
人
間
か
ら
家
庭
人
間
へ

井
波
さ
ん
が
「
団
塊
力
」
に
執
筆
し
た

テ
ー
マ
は
「
家
族
」
だ
っ
た
。
退
職
後
も

よ
り
良
い
夫
婦
の
た
め
に
は
現
役
の
時
か

ら
早
め
の
準
備
と
心
構
え
が
必
要
で
す
、

と
強
調
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
家
庭
内
で
の
基
本
的
な
役
割

分
担
を
決
め
る
。「
介
護
が
あ
れ
ば
共
に

手
を
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
我
が

家
で
は
食
事
の
後
片
付
け
、
洗
濯
、
ゴ
ミ

出
し
は
私
の
役
目
で
す
」。

夫
婦
共
通
の
趣
味
や
話
題
を
必
ず
一
つ

は
持
つ
。「
お
互
い
に
干
渉
は
し
合
わ
な

い
が
、
私
の
場
合
5
月
に
青
山
で
行
う
妻

の
個
展
に
は
、
搬
入
や
搬
出
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
手
助
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

役
の
時
か
ら
し
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
外

で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
話
題
に
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」。

感
謝
や
尊
敬
の
気
持
ち
を
言
葉
に
出
す

こ
と
も
大
切
な
こ
と
。
そ
し
て
夫
は
会
社

人
間
か
ら
家
庭
人
間
へ
の
脱
皮
を
、
妻
た

ち
に
は
家
庭
人
間
へ
の
脱
皮
に
猶
予
期
間

を
見
て
も
ら
い
た
い
。

団
塊
世
代
と
他
の
世
代
の
違
い
は
？

「
団
塊
世
代
は
子
離
れ
し
て
い
る
世
代
と

言
え
る
の
で
は…

…

。
多
く
が
三
世
代
同

居
で
育
ち
、
結
婚
し
て
核
家
族
。
自
分
が

親
に
な
る
年
代
で
は
少
子
化
傾
向
に
な

り
、
定
年
後
は
夫
婦
単
位
、
将
来
は
一
人

暮
ら
し
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
生
活
経
験

か
ら
か
、
特
に
『
子
供
の
世
話
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
』
と
言
う
女
性
が
多

い
。
未
来
志
向
だ
し
、
や
り
た
い
こ
と
が

具
体
化
し
て
い
る
の
で
は…

…
」
と
言

う
。高

学
歴
化
と
社
会
進
出
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
年
代
の
女
性
た
ち
、
そ
し
て
経
済

の
浮
き
沈
み
を
乗
り
越
え
た
こ
の
年
代
に

精
神
的
な
自
立
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

た
。                  

取
材
　

浜 

俊
子
（
文
） ３人の仲間と一緒の「日曜喫茶」ではマスターです。

口ひげのせいでしょうか。

か
こ
う
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人生は自分が決める
藤沢 俊郎さん　吉祥寺北町

楽しいことは、まだまだこれから！ 
原田 良枝さん　吉祥寺北町

仕事も家庭も頑張ってきた女性たちへ

画廊の片隅をアトリエ代わりにして
絵を描くこともあります。

「
製
菓
材
料
を
輸
入
す
る

会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
今

57
歳
で
す
。
会
社
か
ら
何
も

言
わ
れ
な
け
れ
ば
定
年
後
も

働
き
続
け
ま
す
。
経
済
的
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
は
会
社
と
い

う
パ
タ
ー
ン
で
い
き
た
い
、
社

会
の
中
に
自
分
の
存
在
を
置
い
て
お

き
た
い
で
す
か
ら
」。

「
小
学
校
の
頃
、
大
き
く
な
っ
た
ら

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
、
と
い
う

の
と
同
じ
よ
う
に
、
僕
は
大
き
く
な
っ

た
ら
社
会
に
奉
仕
す
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
50

歳
過
ぎ
ま
で
は
、仕
事
や
家
の
こ
と
、

両
親
の
こ
と
な
ど
で
心
の
余
裕
が
な

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
10
年
位
前

に
、
武
蔵
野
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

そ
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
の
片
隅
に
あ
り

ま
し
た
。
５
年
前
に
ふ
と
、
そ
こ
へ
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て

き
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
登
録
を
済
ま

せ
、
ま
ず
単
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経

験
し
た
後
、
継
続
し
て
で
き
る
所
を

と
い
う
こ
と
で
、
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
で
現
在
は
活
動
し
て
い
ま

す
」。
そ
の
活
動
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
お
立
場
で
、
利
用
者
へ
の
お
茶

の
提
供
や
話
し
相
手
を
な
さ
る
こ
と

だ
と
い
う
。

　
　

藤
沢
さ
ん
は
別
々
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ

い
て
い
る
二
人
の
利
用
者
の
そ
ば
に
そ

っ
と
近
づ
く
と
、
同
じ
高
さ
に
し
ゃ
が

ん
で
小
声
で
話
し
始
め
た
。
そ
の
様

子
は
と
て
も
自
然
で
、
注
ぐ
ま
な
ざ

し
も
温
か
い
。
藤
沢
さ
ん
は
、
高
齢

な
方
と
接
し
て
い
る
と
、
例
え
ば
自

分
が
75
歳
に
な
っ
た
と
き
の
姿
を
予

想
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
今
の
高

齢
な
方
は
関
東
大
震
災
や
戦
争
な
ど

過
酷
な
時
代
を
生
き
て
き
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
の
自
分
た
ち
に
は
そ
う

い
う
体
験
が
な
い
か
ら
、
貴
重
な
話

が
聞
け
る
と
も
い
う
。
そ
う
し
た
触

れ
合
い
か
ら
、
今
の
高
齢
の
女
性
た

ち
が
経
験
し
て
き
た
苦
労
が
、
こ
の

平
和
な
世
の
中
を
作
っ
て
き
た
と
思

う
ん
で
す
、
と
語
ら
れ
た
。
そ
う
い

う
お
気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ

て
い
る
か
ら
こ
と
さ
ら
充
実
感
が
お
あ

り
な
の
だ
ろ
う
。
藤
沢
さ
ん
は
５
年

継
続
の
表
彰
も
さ
れ
て
い
る
。

　
ご
家
族
は
、
奥
様
と
20
歳
代
の
娘

さ
ん
二
人
。
い
ま
奥
様
は
ご
自
分
の
お

母
様
の
介
護
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
生
き

と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
沢
さ
ん
だ

が
、
お
宅
で
の
女
性
三
人
の
中
の
藤

沢
さ
ん
の
存
在
は
、「
ほ
と
ん
ど
話
題

の
外
」
に
置
か
れ
て
い
る
と
ご
自
身
で

は
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
の
娘

さ
ん
の
話
を
さ
れ
た
と
き
は
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

何
年
か
前
、
な
か
な
か
就
職
の
決
ま

ら
な
か
っ
た
娘
さ
ん
が
最
終
的
に
老
人

ホ
ー
ム
に
就
職
が
決
ま
り
、
今
で
は

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資

格
を
持
つ
ま
で
に
な
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
ど
こ
か
で
後
姿
を
見
て
い
た
の
か

と
思
い
、
び
っ
く
り
し
た
、
と
そ
の
頃

を
振
り
返
って
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

家
事
分
担
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
「
僕
の
作
っ
た
料
理
な
ん
か
誰

も
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
。
洗
濯
物

を
た
た
む
こ
と
は
し
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
る
。
で
も
き
っ
と
　

自
分
の
こ
と
は

自
分
で
　

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
沢
さ

ん
だ
か
ら
、
奥
様
は
介
護
に
専
念
で

き
る
の
で
し
ょ
う
と
、
察
し
た
次
第

で
あ
る
。

藤
沢
さ
ん
は
、
心
の
中
で
ひ
っ
そ
り

と
ご
自
分
の
寿
命
を
決
め
て
い
る
そ

う
だ
。
そ
こ
に
向
か
っ
て
日
々
健
康
に

過
ご
す
努
力
を
し
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
か
ら
は
、

飲
み
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
土

曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
み
に

一
週
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」。

そ
れ
な
ら
、
健
康
で
い
ら
れ
る
の
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
か
げ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
、
と
い
う
意
見
で
一
致

し
て
大
笑
い
し
た
。

月
曜
か
ら
金
曜
は
職
場
の
い
ろ
い
ろ

な
年
齢
の
人
と
過
ご
し
、
土
曜
日
に

は
「
人
生
の
先
輩
」
と
、
そ
し
て
日

曜
日
は
同
世
代
の
友
達
と
テ
ニ
ス
で
交

流
。「
そ
れ
ぞ
れ
話
題
が
違
う
ん
で

す
よ
ね
」。

藤
沢
さ
ん
が
高
齢
な
方
と
接
す
る

と
き
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、「
相

手
が
い
や
だ
と
思
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
こ

と
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
相
手
の
気
持
ち
を
キ
ャッ
チ
す
る

力
が
大
事
で
す
ね
。
で
も
、
言
葉
は

ど
ん
な
に
注
意
し
て
い
て
も
間
違
え

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
す

ぐ
あ
や
ま
り
ま
す
」。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
口
と
、
何
事

も
プ
ラ
ス
思
考
で
受
け
と
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
姿
勢
が
印
象
に
残
る
取
材
だ
っ

た
。
　
　

  

取
材
　

栗
原
恵
子
（
文
）

●
親
の
決
め
た
レ
ー
ル

20
代
の
頃
か
ら
絵
は
好
き
だ
っ
た

が
、
映
画
の
ブ
ロマ
イ
ド
を
見
て
鉛
筆

で
描
く
程
度
。
そ
れ
を
職
業
に
す
る

意
思
は
ま
だ
な
く
、
男
女
同
権
の
教

職
を
親
に
勧
め
ら
れ
素
直
に
従
っ

た
。
親
の
意
思
に
そ
む
け
な
い
時
代

で
も
あ
り
、
本
人
が
教
職
を
嫌
い
で

な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
理
科
を

専
門
に
選
ん
だ
理
由
は
「
他
が
苦
手

だ
っ
た
か
ら
。
消
去
法
で
す
よ
」。
当

時
の
親
が
、
女
子
に
職
を
勧
め
る
と

は
「
画
期
的
で
し
た
よ
ね
。
母
は
専

業
主
婦
で
し
た
が
」。

●
教
職
時
代
の
子
育
て

長
男
出
産
当
時
は
、
保
育
園
も
産

休
中
の
補
助
教
師
な
ど
の
制
度
も
な

か
っ
た
。
産
前
産
後
数
週
間
休
む
た

め
に
、
前
も
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し

同
僚
に
預
け
、
自
習
と
し
て
自
分
の

生
徒
に
配
っ
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん

だ
。
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
同

僚
や
保
護
者
は

皆
あ
た
た
か

く
、
新
し
い
命

の
誕
生
を
一
緒

に
喜
ん
で
く
れ

た
。
長
女
出
産

時
に
は
制
度
も

整
い
始
め
た

が
、
保
育
園
の
送
迎
な
ど
、
母
親
の

援
助
が
得
ら
れ
な
い
周
り
の
女
性
は

次
々
と
辞
め
て
い
っ
た
。「
私
は
恵
ま

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
」。
同
業
の

夫
の
理
解
と
同
居
の
母
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
33
年
間
も
教
職
を
勤
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
断
言
し
感
謝

す
る
。

常
に
厳
格
さ
を
求
め
ら
れ
気
が
抜

け
な
い
職
だ
が
、
教
師
を
敬
う
時
代

で
も
あ
っ
た
の
で
気
持
ち
に
余
裕
が
持

て
、
生
徒
た
ち
を
家
に
呼
ん
で
食
卓

を
囲
ん
で
語
り
あ
う
こ
と
も
あ
っ

た
。「
お
砂
糖
を
か
け
た
ト
マ
ト
が
忘

れ
ら
れ
な
い
」「
あ
の
チ
ラ
シ
寿
司
お

い
し
か
っ
た
」
今
は
団
塊
世
代
に
近
い

生
徒
た
ち
が
そ
の
頃
を
懐
か
し
ん
で

く
れ
る
。
今
年
の
け
や
き
展
が
、
出

展
者
の
高
齢
化
と
病
気
で
開
催
不
可

と
な
り
か
け
た
と
き
も
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
の
は
教
え
子
だ
っ
た
。
あ

の
チ
ラ
シ
寿
司
を
作
っ
た
の
は
母
だ
っ

た
と
言
え
な
か
っ
た
が
「
あ
り
が
た
か

っ
た
」。

●
退
職
後
は
好
き
な
こ
と

退
職
前
か
ら
心
の
準
備
は
で
き
て

い
た
。
絵
を
描
き
た
い
。
40
歳
か
ら

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。
そ
の
高
揚
感

が
定
年
ま
で
待
た
ず
に
気
力
体
力
を

温
存
し
た
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
３
月
末
日
退
職
。
翌
朝
の

万
歳
。「
こ
れ
で
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
！
」
時
間
が
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う

夫
の
口
癖
に
押
さ
れ
て
、
す
ぐ
武
蔵

野
美
術
学
園
へ
２
年
。
絵
を
習
う
う

ち
に
気
持
ち
は
画
廊
経
営
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
識
者
に
助
言
を
求
め
る

と
、「
利
益
を
上
げ
た
い
な
ら
止
め
て

置
け
」
と
銀
座
の
画
廊
経
営
者
。
美

術
関
係
の
新
聞
記
者
に
は
「
地
域
に

奉
仕
す
る
画
廊
を
」
と
言
わ
れ
た
。

「
お
金
儲
け
じ
ゃ
な
い
。
趣
味
を
活

か
し
て
生
き
が
い
を
持
て
る
だ
け
で
い

い
」
覚
悟
は
決
ま
っ
た
。
経
験
も
知

識
も
な
い
ま
ま
始
め
ら
れ
た
の
は
熱

意
と
無
欲
と
楽
天
家
ゆ
え
。「
運
が

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
そ

の
後
バ
ブ
ル
へ
入
り
軌
道
に
乗
っ
た
。

は
じ
け
る
と
一
転
、
思
う
よ
う
に
絵

が
売
れ
な
い
。
画
家
に
申
し
訳
な
く

て
自
分
で
買
っ
た
こ
と
も
度
々
。「
赤

字
の
画
廊
は
継
げ
ま
せ
ん
」
と
娘
に

い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

●
目
の
前
に
い
つ
も
母

〜
あ
と
30
年
で
も
う
ひ
と
仕
事

開
業
を
志
す
と
き
賛
成
し
て
く
れ

た
母
は
当
時
で
84
歳
。
と
に
か
く
元

気
だ
っ
た
。「
30
年
後
も
あ
ん
な
に
元

気
で
い
ら
れ
る
。
と
し
た
ら
、
あ
と

30
年
も
あ
る
。
も
う
ひ
と
仕
事
で
き

る
わ
ね
」
確
信
し
た
。
97
歳
ま
で
生

き
た
母
の
姿
は
、
い
つ
も
あ
と
30
年

あ
る
と
、
希
望
を
持
た
せ
て
く
れ

た
。

●
変
わ
れ
る
自
分

〜
こ
れ
か
ら
定
年
の
方
へ

家
事
も
育
児
も
仕
事
も
と
、
定
年

ま
で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
女
性
。「
そ

の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
と
心
か
ら

尊
敬
し
ま
す
。
脱
帽
で
す
」。
で
も
、

退
職
と
同
時
に
、
も
う
何
も
し
た
く

な
い
、
時
計
の
な
い
生
活
を
し
た
い
、

と
急
停
止
し
て
体
を
壊
し
た
友
人
が

い
る
。「
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い
の
よ

ね
」。仕

事
に
追
わ
れ
て
後
回
し
に
し
て

き
た
家
事
。
は
じ
め
は
、
心
ゆ
く
ま

で
片
付
け
て
み
る
の
も
い
い
。
で
も
「
一

年
過
ぎ
る
ま
で
に
は
、
何
か
楽
し
い

こ
と
に
手
を
つ
け
て
み
て
ほ
し
い
。
ま

ず
一
歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と
で
す
」。

凛
と
し
た
姿
勢
を
求
め
ら
れ
た
教

職
時
代
の
自
分
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
、
今
、
画
廊
で
は
「
優
し
く

柔
ら
か
く
自
然
体
で
い
ら
れ
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
自
然
と

笑
顔
に
な
れ
る
か
ら
」
ぜ
ひ
定
年
後

は
好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
！

　
　

取
材
　

福
井
貴
美
子
（
文
）

　
　
　
　
　

森
　

治
美

利用者の方も、藤沢さんに会うのを
楽しみになさっているのでしょう。
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人生は自分が決める
藤沢 俊郎さん　吉祥寺北町

楽しいことは、まだまだこれから！ 
原田 良枝さん　吉祥寺北町

仕事も家庭も頑張ってきた女性たちへ

画廊の片隅をアトリエ代わりにして
絵を描くこともあります。

「
製
菓
材
料
を
輸
入
す
る

会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
今

57
歳
で
す
。
会
社
か
ら
何
も

言
わ
れ
な
け
れ
ば
定
年
後
も

働
き
続
け
ま
す
。
経
済
的
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
は
会
社
と
い

う
パ
タ
ー
ン
で
い
き
た
い
、
社

会
の
中
に
自
分
の
存
在
を
置
い
て
お

き
た
い
で
す
か
ら
」。

「
小
学
校
の
頃
、
大
き
く
な
っ
た
ら

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
、
と
い
う

の
と
同
じ
よ
う
に
、
僕
は
大
き
く
な
っ

た
ら
社
会
に
奉
仕
す
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
50

歳
過
ぎ
ま
で
は
、仕
事
や
家
の
こ
と
、

両
親
の
こ
と
な
ど
で
心
の
余
裕
が
な

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
10
年
位
前

に
、
武
蔵
野
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

そ
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
の
片
隅
に
あ
り

ま
し
た
。
５
年
前
に
ふ
と
、
そ
こ
へ
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て

き
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
登
録
を
済
ま

せ
、
ま
ず
単
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経

験
し
た
後
、
継
続
し
て
で
き
る
所
を

と
い
う
こ
と
で
、
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
で
現
在
は
活
動
し
て
い
ま

す
」。
そ
の
活
動
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
お
立
場
で
、
利
用
者
へ
の
お
茶

の
提
供
や
話
し
相
手
を
な
さ
る
こ
と

だ
と
い
う
。

　
　

藤
沢
さ
ん
は
別
々
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ

い
て
い
る
二
人
の
利
用
者
の
そ
ば
に
そ

っ
と
近
づ
く
と
、
同
じ
高
さ
に
し
ゃ
が

ん
で
小
声
で
話
し
始
め
た
。
そ
の
様

子
は
と
て
も
自
然
で
、
注
ぐ
ま
な
ざ

し
も
温
か
い
。
藤
沢
さ
ん
は
、
高
齢

な
方
と
接
し
て
い
る
と
、
例
え
ば
自

分
が
75
歳
に
な
っ
た
と
き
の
姿
を
予

想
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
今
の
高

齢
な
方
は
関
東
大
震
災
や
戦
争
な
ど

過
酷
な
時
代
を
生
き
て
き
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
の
自
分
た
ち
に
は
そ
う

い
う
体
験
が
な
い
か
ら
、
貴
重
な
話

が
聞
け
る
と
も
い
う
。
そ
う
し
た
触

れ
合
い
か
ら
、
今
の
高
齢
の
女
性
た

ち
が
経
験
し
て
き
た
苦
労
が
、
こ
の

平
和
な
世
の
中
を
作
っ
て
き
た
と
思

う
ん
で
す
、
と
語
ら
れ
た
。
そ
う
い

う
お
気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ

て
い
る
か
ら
こ
と
さ
ら
充
実
感
が
お
あ

り
な
の
だ
ろ
う
。
藤
沢
さ
ん
は
５
年

継
続
の
表
彰
も
さ
れ
て
い
る
。

　
ご
家
族
は
、
奥
様
と
20
歳
代
の
娘

さ
ん
二
人
。
い
ま
奥
様
は
ご
自
分
の
お

母
様
の
介
護
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
生
き

と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
沢
さ
ん
だ

が
、
お
宅
で
の
女
性
三
人
の
中
の
藤

沢
さ
ん
の
存
在
は
、「
ほ
と
ん
ど
話
題

の
外
」
に
置
か
れ
て
い
る
と
ご
自
身
で

は
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
の
娘

さ
ん
の
話
を
さ
れ
た
と
き
は
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

何
年
か
前
、
な
か
な
か
就
職
の
決
ま

ら
な
か
っ
た
娘
さ
ん
が
最
終
的
に
老
人

ホ
ー
ム
に
就
職
が
決
ま
り
、
今
で
は

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資

格
を
持
つ
ま
で
に
な
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
ど
こ
か
で
後
姿
を
見
て
い
た
の
か

と
思
い
、
び
っ
く
り
し
た
、
と
そ
の
頃

を
振
り
返
って
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

家
事
分
担
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
「
僕
の
作
っ
た
料
理
な
ん
か
誰

も
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
。
洗
濯
物

を
た
た
む
こ
と
は
し
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
る
。
で
も
き
っ
と
　

自
分
の
こ
と
は

自
分
で
　

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
沢
さ

ん
だ
か
ら
、
奥
様
は
介
護
に
専
念
で

き
る
の
で
し
ょ
う
と
、
察
し
た
次
第

で
あ
る
。

藤
沢
さ
ん
は
、
心
の
中
で
ひ
っ
そ
り

と
ご
自
分
の
寿
命
を
決
め
て
い
る
そ

う
だ
。
そ
こ
に
向
か
っ
て
日
々
健
康
に

過
ご
す
努
力
を
し
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
か
ら
は
、

飲
み
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
土

曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
み
に

一
週
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」。

そ
れ
な
ら
、
健
康
で
い
ら
れ
る
の
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
か
げ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
、
と
い
う
意
見
で
一
致

し
て
大
笑
い
し
た
。

月
曜
か
ら
金
曜
は
職
場
の
い
ろ
い
ろ

な
年
齢
の
人
と
過
ご
し
、
土
曜
日
に

は
「
人
生
の
先
輩
」
と
、
そ
し
て
日

曜
日
は
同
世
代
の
友
達
と
テ
ニ
ス
で
交

流
。「
そ
れ
ぞ
れ
話
題
が
違
う
ん
で

す
よ
ね
」。

藤
沢
さ
ん
が
高
齢
な
方
と
接
す
る

と
き
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、「
相

手
が
い
や
だ
と
思
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
こ

と
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
相
手
の
気
持
ち
を
キ
ャッ
チ
す
る

力
が
大
事
で
す
ね
。
で
も
、
言
葉
は

ど
ん
な
に
注
意
し
て
い
て
も
間
違
え

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
す

ぐ
あ
や
ま
り
ま
す
」。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
口
と
、
何
事

も
プ
ラ
ス
思
考
で
受
け
と
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
姿
勢
が
印
象
に
残
る
取
材
だ
っ

た
。
　
　

  

取
材
　

栗
原
恵
子
（
文
）

●
親
の
決
め
た
レ
ー
ル

20
代
の
頃
か
ら
絵
は
好
き
だ
っ
た

が
、
映
画
の
ブ
ロマ
イ
ド
を
見
て
鉛
筆

で
描
く
程
度
。
そ
れ
を
職
業
に
す
る

意
思
は
ま
だ
な
く
、
男
女
同
権
の
教

職
を
親
に
勧
め
ら
れ
素
直
に
従
っ

た
。
親
の
意
思
に
そ
む
け
な
い
時
代

で
も
あ
り
、
本
人
が
教
職
を
嫌
い
で

な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
理
科
を

専
門
に
選
ん
だ
理
由
は
「
他
が
苦
手

だ
っ
た
か
ら
。
消
去
法
で
す
よ
」。
当

時
の
親
が
、
女
子
に
職
を
勧
め
る
と

は
「
画
期
的
で
し
た
よ
ね
。
母
は
専

業
主
婦
で
し
た
が
」。

●
教
職
時
代
の
子
育
て

長
男
出
産
当
時
は
、
保
育
園
も
産

休
中
の
補
助
教
師
な
ど
の
制
度
も
な

か
っ
た
。
産
前
産
後
数
週
間
休
む
た

め
に
、
前
も
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し

同
僚
に
預
け
、
自
習
と
し
て
自
分
の

生
徒
に
配
っ
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん

だ
。
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
同

僚
や
保
護
者
は

皆
あ
た
た
か

く
、
新
し
い
命

の
誕
生
を
一
緒

に
喜
ん
で
く
れ

た
。
長
女
出
産

時
に
は
制
度
も

整
い
始
め
た

が
、
保
育
園
の
送
迎
な
ど
、
母
親
の

援
助
が
得
ら
れ
な
い
周
り
の
女
性
は

次
々
と
辞
め
て
い
っ
た
。「
私
は
恵
ま

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
」。
同
業
の

夫
の
理
解
と
同
居
の
母
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
33
年
間
も
教
職
を
勤
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
断
言
し
感
謝

す
る
。

常
に
厳
格
さ
を
求
め
ら
れ
気
が
抜

け
な
い
職
だ
が
、
教
師
を
敬
う
時
代

で
も
あ
っ
た
の
で
気
持
ち
に
余
裕
が
持

て
、
生
徒
た
ち
を
家
に
呼
ん
で
食
卓

を
囲
ん
で
語
り
あ
う
こ
と
も
あ
っ

た
。「
お
砂
糖
を
か
け
た
ト
マ
ト
が
忘

れ
ら
れ
な
い
」「
あ
の
チ
ラ
シ
寿
司
お

い
し
か
っ
た
」
今
は
団
塊
世
代
に
近
い

生
徒
た
ち
が
そ
の
頃
を
懐
か
し
ん
で

く
れ
る
。
今
年
の
け
や
き
展
が
、
出

展
者
の
高
齢
化
と
病
気
で
開
催
不
可

と
な
り
か
け
た
と
き
も
、
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
の
は
教
え
子
だ
っ
た
。
あ

の
チ
ラ
シ
寿
司
を
作
っ
た
の
は
母
だ
っ

た
と
言
え
な
か
っ
た
が
「
あ
り
が
た
か

っ
た
」。

●
退
職
後
は
好
き
な
こ
と

退
職
前
か
ら
心
の
準
備
は
で
き
て

い
た
。
絵
を
描
き
た
い
。
40
歳
か
ら

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。
そ
の
高
揚
感

が
定
年
ま
で
待
た
ず
に
気
力
体
力
を

温
存
し
た
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
３
月
末
日
退
職
。
翌
朝
の

万
歳
。「
こ
れ
で
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
！
」
時
間
が
な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う

夫
の
口
癖
に
押
さ
れ
て
、
す
ぐ
武
蔵

野
美
術
学
園
へ
２
年
。
絵
を
習
う
う

ち
に
気
持
ち
は
画
廊
経
営
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
識
者
に
助
言
を
求
め
る

と
、「
利
益
を
上
げ
た
い
な
ら
止
め
て

置
け
」
と
銀
座
の
画
廊
経
営
者
。
美

術
関
係
の
新
聞
記
者
に
は
「
地
域
に

奉
仕
す
る
画
廊
を
」
と
言
わ
れ
た
。

「
お
金
儲
け
じ
ゃ
な
い
。
趣
味
を
活

か
し
て
生
き
が
い
を
持
て
る
だ
け
で
い

い
」
覚
悟
は
決
ま
っ
た
。
経
験
も
知

識
も
な
い
ま
ま
始
め
ら
れ
た
の
は
熱

意
と
無
欲
と
楽
天
家
ゆ
え
。「
運
が

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
そ

の
後
バ
ブ
ル
へ
入
り
軌
道
に
乗
っ
た
。

は
じ
け
る
と
一
転
、
思
う
よ
う
に
絵

が
売
れ
な
い
。
画
家
に
申
し
訳
な
く

て
自
分
で
買
っ
た
こ
と
も
度
々
。「
赤

字
の
画
廊
は
継
げ
ま
せ
ん
」
と
娘
に

い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

●
目
の
前
に
い
つ
も
母

〜
あ
と
30
年
で
も
う
ひ
と
仕
事

開
業
を
志
す
と
き
賛
成
し
て
く
れ

た
母
は
当
時
で
84
歳
。
と
に
か
く
元

気
だ
っ
た
。「
30
年
後
も
あ
ん
な
に
元

気
で
い
ら
れ
る
。
と
し
た
ら
、
あ
と

30
年
も
あ
る
。
も
う
ひ
と
仕
事
で
き

る
わ
ね
」
確
信
し
た
。
97
歳
ま
で
生

き
た
母
の
姿
は
、
い
つ
も
あ
と
30
年

あ
る
と
、
希
望
を
持
た
せ
て
く
れ

た
。

●
変
わ
れ
る
自
分

〜
こ
れ
か
ら
定
年
の
方
へ

家
事
も
育
児
も
仕
事
も
と
、
定
年

ま
で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
女
性
。「
そ

の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
と
心
か
ら

尊
敬
し
ま
す
。
脱
帽
で
す
」。
で
も
、

退
職
と
同
時
に
、
も
う
何
も
し
た
く

な
い
、
時
計
の
な
い
生
活
を
し
た
い
、

と
急
停
止
し
て
体
を
壊
し
た
友
人
が

い
る
。「
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い
の
よ

ね
」。仕

事
に
追
わ
れ
て
後
回
し
に
し
て

き
た
家
事
。
は
じ
め
は
、
心
ゆ
く
ま

で
片
付
け
て
み
る
の
も
い
い
。
で
も
「
一

年
過
ぎ
る
ま
で
に
は
、
何
か
楽
し
い

こ
と
に
手
を
つ
け
て
み
て
ほ
し
い
。
ま

ず
一
歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と
で
す
」。

凛
と
し
た
姿
勢
を
求
め
ら
れ
た
教

職
時
代
の
自
分
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
、
今
、
画
廊
で
は
「
優
し
く

柔
ら
か
く
自
然
体
で
い
ら
れ
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
自
然
と

笑
顔
に
な
れ
る
か
ら
」
ぜ
ひ
定
年
後

は
好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
！

　
　

取
材
　

福
井
貴
美
子
（
文
）

　
　
　
　
　

森
　

治
美

利用者の方も、藤沢さんに会うのを
楽しみになさっているのでしょう。
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育児、介護、環境などの問題研究や、趣味をとおして
男女共同参画の推進を目指す活動をしている団体につい
ては、「男女共同参画推進団体｣として登録しています。　
　登録の基準は、男女共同参画社会の実現に向けての
活動を主たる目的として、継続的かつ計画的に活動する
団体で、以下の5つです。

①営利を目的とした団体でない　

②特定の政党、宗教又は教団を支援する活動でない

③団体の構成人員が５人以上で、原則として3分の２

以上が武蔵野市内に在住　

④団体の主な活動場所が武蔵野市内　

⑤団体の組織及び活動のための規約を有する

登録団体は団体活動補助金の交付申請、むさしのヒュ
ーマン・ネットワークセンターの印刷機使用料の半額免除
やロッカーの年間使用などができます。
現在登録中の団体で、19年度も登録の継続、または

抹消を希望される場合は送付済申請書を４月27日（金）ま
でに提出してください。期日までに登録申請のありました団
体は、団体名簿に登録し一般に公開します。
なお、新規登録は、随時受け付けております。

はがき・ＦＡＸ （記入例参照）で、
４月６日（金）までに、
市民活動センター男女共同参画担当まで

＊市民活動センターは４月から市民協働推進課に名称変更します。

家庭、地域、社会、労働の場などで男性・女性が
共に抱えている問題について関心がある方、活動してい
る方を募集（ボランティア）します。

主な仕事 ①年4～ 5回のレポーター会議出席

　（１歳以上就学前のお子さんの保育あり）

②各号のテーマに関する意見、提言、情報

などのアンケート提出

③取材協力、記事の提供など

募　集 市内在住・在勤・在学の方

15名程度（超えた場合は調整あり）

任期は１年間（平成20年３月31日まで）

申込み

〈記入例〉

市民活動センター　男女共同参画担当では

TEL 0422（60）1869   FAX 0422（51）5638　URL  http://www.city.musashino.lg.jp/   

まなこレポーター  真壁 正江

Ｑ1

『まなこ』のアンケートはレポーターを中心にお願いしています
（レポーターは毎年3月に募集。7ページ参照）まなこ66号アンケートから

長年の仕事が一段落して時間に余裕ができたら、どんなことがしたいですか。

自分のセカンドライフにどのような展望をもっていますか。

・ミニコミ誌を作りたい。今まで興味を持って心の中

で温めていたテーマに沿って、文章を書いて、友人

たちに読んでほしい。

・一人旅　世界遺産巡り　史跡めぐり　お寺めぐり 

海外旅行　放浪の旅　巡礼の旅　鈍行列車の旅

　エコツーリズム 

・本をゆっくり読みたい。

・ずーっと先のことなので、見当もつかない。第2子

が成人すると60歳なので、一段落する前にこの世

にいるかどうかの心配が先。

＊そのほか、専業主婦にセカンドライフはないのではないか等のご意見も寄せられました。

あなたの「これからの人生」で大切にしていきたいものは何ですか。

Ｑ2

Ｑ3
・日本の伝統文化　　・手仕事の大切さ

・健康。家庭の平和。親しい人との交際

・これまでも、これからも、一番大切にしていきたい

ものは、家族と友人。

・新しく出会った人とお互いを尊重しあって、いい刺

激を受けたい。

・現在の生活に直接かかわりを持たない学生時代の友

だちなどとのつきあいは、新しい発見があったりし

て潤いと刺激を与えてくれる。

・知識ではなく、想像力を大切にしたい。何気なく出

会う人々について、そのバックグラウンドを想像す

ることで関係が深まったり、自分自身が豊かになる

ような気がする。

・誰かのためではなく自分が本当はどうしたいのかと

いう「自分の想い」。自分のことは後回しにしてし

まい後悔ばかり。自分自身をごまかすことなくきち

んと向き合っていきたい。

・お金でできることは、大切なことかもしれないが、

手に入らないものがあると思う。

・お金だけあっても楽しい人生を送れるとは思わない

が、ないと悲惨。

・お金は計画的に用意しておきたいが、日々かつかつ

の生活で、そんな雲の上のようなことは、今は考え

られない。ためらいもなく「愛ですわ、おほほ」な

んて言ってみたい。

何
か
を
始
め
る
時
、
先
に
計
画
あ
り
き
か
、
出
た
と
こ
勝

負
と
な
る
の
か
。
最
近
、
人
間
の
行
動
の
最
終
決
断
は
、

「
感
情
」
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
合

点
が
い
っ
た
。

出
産
後
、
夫
と
交
互
に
育
児
休
業
を
と
り
当
然
の
こ
と
の

よ
う
に
職
場
に
復
帰
し
た
。
保
育
園
入
園
後
は
核
家
族
ゆ
え

夫
婦
の
協
力
体
制
の
下
、
民
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
病
児
保

育
室
を
も
頼
り
毎
日
を
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。
今
、
振
り
返
る
と
何
か

を
深
く
考
え
る
時
間
は
な
く
職
場
に
保
育
園
か
ら
の
呼
び
出
し
の
電
話

が
な
い
事
に
安
堵
す
る
一
日
の
積
み
重
ね
が
二
年
半
は
続
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
日
々
が
成
長
と
共
に
一
段
落
し
病
気
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
育
児
が
急
に
楽
に
思
え
て
き
た
。
と
同
時
に
子
ど
も
と
過
ご
す
時

間
が
無
性
に
い
と
お
し
く
思
え
、
そ
の
「
感
情
」
に
突
き
動
か
さ
れ
る

よ
う
に
職
場
内
調
整
な
ど
準
備
期
間
を
経
て
退
職
し
た
。
子
ど
も
を
幼

稚
園
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

退
職
一
年
目
は
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
、「
子
ど
も

と
遊
び
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
企
画
を
十
回
実
施
し
た
。
二
年
目

は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
質
に
つ
い
て
、
ま
た
家
庭
の
文
化
を
ど
う
伝
え

る
か
を
地
域
に
あ
る
複
数
の
団
体
と
交
わ
り
な
が
ら
じ
っ
く
り
考
え
る

機
会
を
得
た
。
初
め
て
子
ど
も
と
梅
干
を
漬
け
て
み
た
。
今
日
も
お
弁

当
の
彩
り
に
大
き
な
梅
干
が
鎮
座
し
て
い
る
。
ま
た
「
武
蔵
野
の
森
を

育
て
る
会
」
の
活
動
を
通
し
て
武
蔵
野
の
自
然
を
登
降
園
時
に
五
感
を

通
し
て
満
喫
し
て
い
る
。
一
緒
に
植
栽
を
し
、
日
常
の
作
業
で
出
会
っ

た
こ
と
を
子
ど
も
は
「
絵
本
風
」
に
仕
立
て
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
二

年
間
に
出
会
え
た
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
自
分
の
専
門
性
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
模
索
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
生
後
三
ヶ
月
の
時
、
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
初
め
て
出
会

う
小
学
一
年
生
の
男
の
子
た
ち
に
揉
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
嬉
し
そ

う
に
笑
っ
て
い
た
。
そ
の
時
の
出
会
い
を
思
い
出
す
度
に
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
。今
春
入
学
の
子
ど
も
は
ま
た
多
く
の
人
と
出
会
う
だ
ろ
う
。

そ
の
出
会
い
が
私
の
感
情
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
と
思
う
。

■ 平成19年度男女共同参画推進団体の
　 登録・更新について

■ 市民がつくる男女平等情報誌
　　『まなこ』レポーター募集

・年金が生活の基礎になると思う。それを少しカバー

するぐらいの気楽な仕事があったらしたいし、趣味

を広げたい。

・資格や技術を持たない私は、年齢と共に働く場が制

限されていくが、ささやかでも人とふれあえる、人

との出会いがある仕事をしたい。

・ずっと外国語に関わり周りからも評価されてきたが、

人生の後半は母国語で何かしたい。

・夫の退職が、自分のセカンドライフの始まり？ 

・自らが健康で他人に迷惑をかけずに生活できること

…それが一番。

・現在も翻訳を行って、社会に関する興味と文章修業

を行っているが、ノンフィクションものも自分で書

きたい。

・いくつになっても、過去を振り返るだけではなく、

新しく何かを生み出したり、チャレンジしたりした

い。

①『まなこ』レポーター希望

②住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤わたしの興味ある『まなこ』のテーマ（100字程度）

⑥あれば活動団体名

いつも「出会い」から始まる
寄 稿
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・本をゆっくり読みたい。

・ずーっと先のことなので、見当もつかない。第2子

が成人すると60歳なので、一段落する前にこの世

にいるかどうかの心配が先。

＊そのほか、専業主婦にセカンドライフはないのではないか等のご意見も寄せられました。

あなたの「これからの人生」で大切にしていきたいものは何ですか。

Ｑ2

Ｑ3
・日本の伝統文化　　・手仕事の大切さ

・健康。家庭の平和。親しい人との交際

・これまでも、これからも、一番大切にしていきたい

ものは、家族と友人。

・新しく出会った人とお互いを尊重しあって、いい刺

激を受けたい。

・現在の生活に直接かかわりを持たない学生時代の友

だちなどとのつきあいは、新しい発見があったりし

て潤いと刺激を与えてくれる。

・知識ではなく、想像力を大切にしたい。何気なく出

会う人々について、そのバックグラウンドを想像す

ることで関係が深まったり、自分自身が豊かになる

ような気がする。

・誰かのためではなく自分が本当はどうしたいのかと

いう「自分の想い」。自分のことは後回しにしてし

まい後悔ばかり。自分自身をごまかすことなくきち

んと向き合っていきたい。

・お金でできることは、大切なことかもしれないが、

手に入らないものがあると思う。

・お金だけあっても楽しい人生を送れるとは思わない

が、ないと悲惨。

・お金は計画的に用意しておきたいが、日々かつかつ

の生活で、そんな雲の上のようなことは、今は考え

られない。ためらいもなく「愛ですわ、おほほ」な

んて言ってみたい。

何
か
を
始
め
る
時
、
先
に
計
画
あ
り
き
か
、
出
た
と
こ
勝

負
と
な
る
の
か
。
最
近
、
人
間
の
行
動
の
最
終
決
断
は
、

「
感
情
」
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
と
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
合

点
が
い
っ
た
。

出
産
後
、
夫
と
交
互
に
育
児
休
業
を
と
り
当
然
の
こ
と
の

よ
う
に
職
場
に
復
帰
し
た
。
保
育
園
入
園
後
は
核
家
族
ゆ
え

夫
婦
の
協
力
体
制
の
下
、
民
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
病
児
保

育
室
を
も
頼
り
毎
日
を
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。
今
、
振
り
返
る
と
何
か

を
深
く
考
え
る
時
間
は
な
く
職
場
に
保
育
園
か
ら
の
呼
び
出
し
の
電
話

が
な
い
事
に
安
堵
す
る
一
日
の
積
み
重
ね
が
二
年
半
は
続
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
日
々
が
成
長
と
共
に
一
段
落
し
病
気
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
育
児
が
急
に
楽
に
思
え
て
き
た
。
と
同
時
に
子
ど
も
と
過
ご
す
時

間
が
無
性
に
い
と
お
し
く
思
え
、
そ
の
「
感
情
」
に
突
き
動
か
さ
れ
る

よ
う
に
職
場
内
調
整
な
ど
準
備
期
間
を
経
て
退
職
し
た
。
子
ど
も
を
幼

稚
園
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

退
職
一
年
目
は
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
、「
子
ど
も

と
遊
び
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
企
画
を
十
回
実
施
し
た
。
二
年
目

は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
質
に
つ
い
て
、
ま
た
家
庭
の
文
化
を
ど
う
伝
え

る
か
を
地
域
に
あ
る
複
数
の
団
体
と
交
わ
り
な
が
ら
じ
っ
く
り
考
え
る

機
会
を
得
た
。
初
め
て
子
ど
も
と
梅
干
を
漬
け
て
み
た
。
今
日
も
お
弁

当
の
彩
り
に
大
き
な
梅
干
が
鎮
座
し
て
い
る
。
ま
た
「
武
蔵
野
の
森
を

育
て
る
会
」
の
活
動
を
通
し
て
武
蔵
野
の
自
然
を
登
降
園
時
に
五
感
を

通
し
て
満
喫
し
て
い
る
。
一
緒
に
植
栽
を
し
、
日
常
の
作
業
で
出
会
っ

た
こ
と
を
子
ど
も
は
「
絵
本
風
」
に
仕
立
て
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
二

年
間
に
出
会
え
た
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
自
分
の
専
門
性
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
模
索
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
生
後
三
ヶ
月
の
時
、
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
初
め
て
出
会

う
小
学
一
年
生
の
男
の
子
た
ち
に
揉
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
嬉
し
そ

う
に
笑
っ
て
い
た
。
そ
の
時
の
出
会
い
を
思
い
出
す
度
に
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
。今
春
入
学
の
子
ど
も
は
ま
た
多
く
の
人
と
出
会
う
だ
ろ
う
。

そ
の
出
会
い
が
私
の
感
情
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
と
思
う
。

■ 平成19年度男女共同参画推進団体の
　 登録・更新について

■ 市民がつくる男女平等情報誌
　　『まなこ』レポーター募集

・年金が生活の基礎になると思う。それを少しカバー

するぐらいの気楽な仕事があったらしたいし、趣味

を広げたい。

・資格や技術を持たない私は、年齢と共に働く場が制

限されていくが、ささやかでも人とふれあえる、人

との出会いがある仕事をしたい。

・ずっと外国語に関わり周りからも評価されてきたが、

人生の後半は母国語で何かしたい。

・夫の退職が、自分のセカンドライフの始まり？ 

・自らが健康で他人に迷惑をかけずに生活できること

…それが一番。

・現在も翻訳を行って、社会に関する興味と文章修業

を行っているが、ノンフィクションものも自分で書

きたい。

・いくつになっても、過去を振り返るだけではなく、

新しく何かを生み出したり、チャレンジしたりした

い。

①『まなこ』レポーター希望

②住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤わたしの興味ある『まなこ』のテーマ（100字程度）

⑥あれば活動団体名

いつも「出会い」から始まる
寄 稿
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『まなこ』は市役所、各市政センター・図書館・コミュニティセンター、市内の医療機関、美理容院、大型店舗、金融機関、
おふろやさんなどに置いてあります。バックナンバーをご希望の方は、市民活動センター男女共同参画担当まで。

レポーター会議から

レポーター 石丸俚恵子・上野敏子

 後藤　瞳・田村恵子

 平井弥生・真壁正江

取材・編集　 森　治美（編集長）

 栗原恵子・戸田真帆子

 浜　俊子・福井貴美子

 松田理恵

☆ 他にもたくさんのアンケート協力員、

　 編集協力員に支えていただいています。

レイアウト 小井戸厚子

イラスト 本田　倫

印　　刷　 社会福祉法人東京コロニー

S TA F F

2007

取材

寄稿

情報

レポーター会議風景

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中からほ ん

2007・春号

武蔵野市境2-10-27武蔵境市政センター2階　TEL・FAX 0422（37）3410
E-mail  mhnc@tokyo.email.ne.jp　URL  http://www.mhnc.jp/

● 団塊世代　　これからの目線　　　  井波 信一さん

● 人生は自分が決める  藤沢 俊郎さん

● 楽しいことは、まだまだこれから！         原田 良枝さん
　　　　仕事も家庭も頑張ってきた女性たちへ　

・ いつも「出会い」から始まる まなこレポーター    真壁 正江

・平成19年度男女共同参画推進団体の登録・更新について
・市民がつくる男女平等情報誌『まなこ』レポーター募集 　 市民活動センター男女共同参画担当

66
65号「夢をかたちに」について

・ 再就職支援の話が誌面のトップにきたのは良い意味で驚きだった。
・再就職にはパソコンの技術だけでなく、笑顔など自分の力をかたちにし
ていくのが大切なのだと思った。

・「夢をかたちに」というテーマ通り「かたちにするために」目標を立て、
十分準備をして実現させていく話が聞けてとてもよかった。

・資料も多く興味深く見ることができた。

66号「新しい自分、新しい人生」に向けて

・ 子育て真っ最中。時間に余裕ができるとき、ましてや定年後など考えられない。
　そんな日が来るとは思えない。
・ 時間はつくるもの。大切なのは生涯学ぶことだと思う。そのためにも健康が第一。
・ 男女雇用機会均等法ができた頃、私の職場の環境は何も変わらなかったと思う。
・ 女性たちにも転勤や残業がふりかかり、家庭との両立は難しく夢を捨て退職せざる
を得なくなった。それをずっと後悔している人も多い。　

・ フルタイムで働きながらも定年後を見据えて準備をしている女性を知っている。
・ 物は溢れているが、誰もが人とのつながりを欲しているようだ。

1月15日（月）10：00～12：00　
市役所第602会議室にて

新しい自分、新しい人生

● 卒婚のススメ
杉山由美子　著　　オレンジページ 久田　恵　著　　朝日新聞社

● シクスティーズの日々　それぞれの定年後

60歳代とは残された人生へ向けてそれぞれの暮ら
し方や生き方を変える人生の転換期。「お願い、あな
たはひとりで先に逝って」「ペーパー離婚をしてみたら」
「あの時から自分で慰謝料を稼いでいたのよ」……目次
からも見える男女44人の本音が集められている。今
まで過ごしてきた自分たちの過去に、夫婦でどう向き
合うか、あるいはひとりでどう生きるのか、「これから」
の生き方への鍵になる何かがみつかるかもしれない。

｢離婚｣ではなく「卒婚」。それは結婚を
卒業し新たな人生をスタートさせること。
積極的別居結婚、役割交替で妻が世帯主、
夫 山暮らし 妻 都会生活、事実婚、子育
て後の恋愛など、「卒婚」という言葉を足
がかりに｢結婚｣という形にとらわれず、後
半生を充実させようと自分たちのスタイルを
作っていった８組のカップルを紹介している。
子育て後の夫婦はもっと自由であっていい
はず。結婚の新しい形を考える１冊。

お
詫
び
と
訂
正

07
年
１
月
15
日
発
行
『
ま
な
こ
』
65
号
裏
表
紙
レ
ポ
ー
タ
ー

会
議
の
「
64
号
に
つ
い
て
」
上
か
ら
２
行
目
を
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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